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1 はじめに
今日，クラウドコンピューティングと呼ばれる，ネッ
トワークをベースとしたコンピュータの利用形態が増加
している．クラウドコンピューティングのメリットとし
て，安価で一定の品質のサービスを利用できる点や，構
築のコストが比較的少ないため，必要な時に素早く利用
できる点が挙げられる．また，デメリットとして，サー
ビス提供者のクラウドが自然災害やサイバー攻撃などに
よってデータが消滅，あるいは流出する恐れがあり，信
頼性やセキュリティの問題が挙げられる．1) また，アプ
リケーション，ミドルウェア，OS，データベースなど
の必要な要素のみをクラウド上のサービスとして利用で
きるが，サービスの利用形態は多岐に渡る．XaaS(X as
a Service) とは，クラウド上のどの要素を組み合わせて
サービスとして提供するかを分類したものである．即ち，
ユーザー側で所有していた要素のうち，どの要素をクラウ
ド上のサービスとして利用するかを利用形態によって分
類したものが，XaaSである．また，多くの XaaSは，複
数のデバイスから利用できる．複数でバイスからの利用
のイメージを Fig. 1に示す．Fig. 1のように XaaSでは
クラウド上の要素を利用形態に応じて XaaS で仮想的に
構築し，複数デバイスから利用できる．本報告では XaaS
の概要と使用例，また将来性について述べる．

2 XaaSとは
2.1 XaaSの概要

クラウドコンピューティングでは，クラウド上のソフト
ウェアを利用する場合，開発環境をプラットフォームとし
て利用する場合など，サービスの利用形態は様々である．
XaaS とはそれらの利用形態の総称である．クラウド上
のデータベースをサービスとして利用する場合，X の部
分は Database であり，DBaaS(Database as a service)
と略される．他にも Xaasは多岐に渡り，代表的なものに
IaaS，PaaS，SaaS，DaaS，DBaaS などが挙げられる．
XaaS において，ユーザーが利用する範囲とサービス提
供者側が提供・保守する範囲を Fig. 2に示す．Fig. 2よ
り，多くの XaaS においてユーザーが利用するのは一部
分のみであることが分かる．残りの部分の管理・保守は
サービス提供会社側で行うため，ユーザー側での管理コ
ストが大きく削減される 2) ．

2.2 IaaSの概要

IaaS(Infrastructure as a Service)とは，クラウド上の
仮想化されたコンピュータ基盤をサービスとして利用す
る利用形態である．コンピュータ基盤とは，システムを構
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Fig.1 クラウド利用のイメージ

築するために必要なハードウェアなどの機材である．従
来の所有型の基盤では，処理能力は所有している基盤に
よって決定される．その為，高い処理能力が必要になっ
た場合，新たに基盤を増築・改修しなければならなかっ
た．一方，IaaSでは，高い処理能力が必要になった場合
でも新たに基盤を増築・改修する必要がなく，柔軟に処
理能力を変更することができる．これはクラウド全体と
しての計算資源の有効活用や，コストの削減に繋がり，
IaaSの大きなメリットである．

2.3 PaaSの概要

PaaS(Platform as a Service) とは，クラウド上でソ
フトウェアを稼働させるための土台となる開発環境をプ
ラットフォームとして利用するサービスである．具体的
には，プラットフォーム上で仮想化されたハードウェア，
データベース，OS，ミドルウェアを自由に組み合わせて
クラウド上の専用の開発環境でクラウド上に独自のソフ
トウェアを構築することができる．メリットとして，ク
ラウド上に独自のソフトウェアを安価で一定の品質で構
築できる点がある．また，構築のコストが比較的少ない
ため，必要な時に素早く構築できる点がある．

2.4 SaaSの概要

SaaS(Software as a Service)とは，クラウド上のソフ
トウェアを必要な分だけサービスとして利用する利用形
態である．従来までの所有型では，ソフトウェアを利用
する場合，ユー ザー側のコンピュータにプログラムをイ
ンストールし，ソフトウェア提供者側からライセンスを
購入してユーザー側のコンピュータで稼働させていた．
一方，SaaSではユーザー側のコンピュータにプログラム
をインストールする必要はない．即ち，クラウド上でソ
フトウェアが稼働し，ユーザーはネットワークを通して
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Fig.2 XaaSの保守・利用の範囲

ソフトウェアを利用できる．よって，プログラムが変更
された場合でもユーザー側でソフトウェアを更新する必
要がなく，運用・保守はクラウド側で行われるため，ユー
ザーは常に最新の状態のソフトウェアを利用可能である．
ま た，SaaS ではクラウド上で処理を行うため, ソフト
ウェ アの性能はユーザー側のコンピュータの処理能力に
依存しない.よって,ユーザー側のコンピュータには通信
や 入出力などの基本的な機能のみ備わっていれば, どん
な 端末からでも同じ処理能力のソフトウェアを利用で
きる.

2.5 DaaSの概要

DaaS(Desktop as a Service)とは，クラウド上に存在
する仮想デスクトップ環境をネットワーク越しに利用す
る利用形態である．デスクトップ環境とは，グラフィカ
ルユーザーインターフェースにより，複数のソフトウェ
アを起動できる環境と定義される．3) DaaS では，個人
用のデスクトップ環境をクラウド上に構築することがで
き，外部のどんな端末からもデスクトップ環境を呼び出
して利用することができる．端末には通信や入出力など
の基本的な機能のみ備わっていればよく，OSもクラウド
上で動作する．即ち，クラウド上に存在する自分の仮想
コンピュータを外部の端末から操作するという利用形態
である．デスクトップ環境から複数のソフトウェアを利
用できる点が，SaaSとの大きな違いである．

2.6 DBaaSの概要

DBaaS(Database as a Service) とは，クラウド上の
仮想データベースを利用する利用形態である．所有型の
データベースでは，処理容量や容量は所有しているデー
タベースによって決定し，処理容量や記憶容量を向上さ
せるには新たにデータベースを増築・改修しなければな
らなかった．しかし，DBaaSでは，高い処理容量や莫大
な記憶容量が必要になった場合でも，新たにデータベー
スを増築・改修する必要がなく，柔軟に処理容量や記憶容
量を変更することができる．これはクラウド全体として
の記憶容量の有効活用や，コストの削減に繋がり，DBaaS
の大きなメリットである．

3 実用化について
クラウドコンピューティングの普及に伴い，複数の

XaaSが提唱され，利用されている．最も多く利用されて
いるのは SaaS型サービスである．情報通信白書平成 24

年版によると，現在利用しているクラウドサービスで最
も多いのが電子メール (48.1%)で次にスケジュール共有
(35.2%)となっており 4) ，これらはソフトウェアを利用
する形の SaaS型サービスである．また，システム開発を
クラウド上で行う割合はわずか 4.2% となっている．ま
た，IaaS型サービスである AWS(Amazon Web Service)
で webシステムを開発した花王株式会社では，従来より
も年間コストを 80% 削減することに成功している 5) ．
また，DaaSでの導入事例として，千葉工業大学の事例が
ある．千葉工業大学では学生が利用するコンピュータを
DaaS で構築し，従来のコンピュータに比べて仮想 PC1
台あたりの CPU の割当量を 1.5 倍強まで増強すること
に成功している 6) ．また，PaaSでの導入事例として，株
式会社 ICJのがある．株式会社 ICJでは顧客向けのポー
タルサイトを PaaSで構築し，運用コストを 75%削減す
る事に成功している 7) ．以上のように，システム開発を
クラウド上で行う割合は低いものの，実用化による成果
は報告されている．

4 まとめと今後の展望
XaaSはクラウド利用形態の総称であり，IaaS，PaaS，

SaaS，DaaS，DBaaSなど，複数の種類がある．共通の
メリットとして，素早い導入が可能な点と管理コストが
削減できる点が挙げられる．共通のデメリットとして，
信頼性やセキュリティに関する点が挙げられる．また，
XaaSはそれぞれ特徴が異なり，利用の必要性に応じた利
用が可能である．さらに，実際に導入することによる成
果も報告されている．しかし，IaaS や PaaS のように，
クラウド上でシステム全体を開発する割合は少なく，セ
キュリティ面での懸念が原因であると考えられる．よっ
て，今後の課題として，セキュリティ面での信頼性を高
めることは非常に重要である．コンピューター利用の所
有から利用の流れはコスト面や品質やスピードの観点か
ら今後もさらに進むと考えられ，XaaSの普及率は今後も
さらに高まると考えられる．
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